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か 
広
報 

合
併
。 

た 
そ
れ
は
町
と
町
と
町
と
町
と
の
結
婚
結
婚
。 

明
る
い
未
来
未
来
へ
向
か
っ
て
、 

今
、
ス
タ
ー
ト
を
切
る
。 



多可町誕生  
【インタビュー】 

こんな「まち」になって 
ほしい 
なんでもナンバー１ 
庁舎・業務案内 

多可町役場の組織 

多可町誕生に伴う 
変更点など 
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ベルディーだより 
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　11月３日、３町合併のモ
チーフにと撮影の許可をも
らいました。この新しいカ
ップルと同様に、「多可町」
という新しいまちが、幸せ
な未来を築くことを願って
います。 

上・下左／開庁式での除幕式の模
様（多可町役場・加美地域局） 
下右／八千代地域局をさっそく人
が訪れる 

雲
ひ
と
つ
な
い
空
の
下 

行
わ
れ
た
開
庁
式 

２ 



 

データで見る 

　多可町 

　
合
併
当
日
の
朝
、
多
可
町
誕

　
合
併
当
日
の
朝
、
多
可
町
誕

生
を
記
念
し
て
、
加
美
区
の
道

生
を
記
念
し
て
、
加
美
区
の
道

の
駅
を
ス
タ
ー
ト
。
加
美
地
域

の
駅
を
ス
タ
ー
ト
。
加
美
地
域

局
、
八
千
代
地
域
局
を
回
り
、

局
、
八
千
代
地
域
局
を
回
り
、

多
可
町
役
場
へ
ゴ
ー
ル
。
約

多
可
町
役
場
へ
ゴ
ー
ル
。
約
33 

㎞
の
道
の
り
を
４
時
間
で
完
走

の
道
の
り
を
４
時
間
で
完
走

さ
れ
ま
し
た
。

さ
れ
ま
し
た
。
走
ら
れ
た
の
は
、

走
ら
れ
た
の
は
、

柴
田
省
吾
さ
ん

柴
田
省
吾
さ
ん
（
八
千
代
区
坂

八
千
代
区
坂

本
）、
板
場
里
美
さ
ん

、
板
場
里
美
さ
ん（
加
美
区
美
区

箸
荷
箸
荷
）、
梅
田
晋
治
さ
ん

、
梅
田
晋
治
さ
ん（
西
脇
西
脇

市
）の
３
人
。

の
３
人
。
「
山
野
部
の
坂
は

山
野
部
の
坂
は

き
つ
か
っ
た

き
つ
か
っ
た
」
と
お
っ
し
ゃ
っ

と
お
っ
し
ゃ
っ

て
い
ま
し
た
。
ゴ
ー
ル
で
は
職

て
い
ま
し
た
。
ゴ
ー
ル
で
は
職

員
が
出
迎
え
、
完
走
を
労
い
ま

員
が
出
迎
え
、
完
走
を
労
い
ま

し
た
。
　

し
た
。
　
 

　
合
併
当
日
の
朝
、
多
可
町
誕

生
を
記
念
し
て
、
加
美
区
の
道

の
駅
を
ス
タ
ー
ト
。
加
美
地
域

局
、
八
千
代
地
域
局
を
回
り
、

多
可
町
役
場
へ
ゴ
ー
ル
。
約
33 

㎞
の
道
の
り
を
４
時
間
で
完
走

さ
れ
ま
し
た
。
走
ら
れ
た
の
は
、

柴
田
省
吾
さ
ん
（
八
千
代
区
坂

本
）、
板
場
里
美
さ
ん（
加
美
区

箸
荷
）、
梅
田
晋
治
さ
ん（
西
脇

市
）の
３
人
。
「
山
野
部
の
坂
は

き
つ
か
っ
た
」
と
お
っ
し
ゃ
っ

て
い
ま
し
た
。
ゴ
ー
ル
で
は
職

員
が
出
迎
え
、
完
走
を
労
い
ま

し
た
。
　
 

【人　口】 
●総 人 口（平成17年10月１日現在） 
　25，205人 
　（男性12,251人、女性12,954人） 
●世 帯 数　　　　　 7,319世帯 
●人口構造（平成12年国勢調査より） 
　年少人口（0～14歳） 
　生産年齢人口（15～64歳） 
　老年人口（65歳以上） 

●産業構造 
　第１次産業 
　第２次産業 
　第３次産業 
　総　　　数 

【面　積】 
185.15k㎡　（東西13km・南北30km） 

【位　置】 
 兵庫県の東播磨
地域の内陸部に
位置する。周囲
を中国山脈（三
国岳・千ヶ峰・笠
形山・竜ヶ岳・笹
ヶ峰）に囲まれ、
三国岳を源とす
る杉原川が加美
区・中区の中央
を貫流。八千代区は笠形山を源とする
野間川がその中央部を南流している。 

【気　候】 
　瀬戸内気候の影響を受けて穏やか。
しかし、内陸性気候の影響も受けるた
め、寒暖の差が比較的大きい。 

4,117人 
15,417人 
5,795人 

 

513人 
6,434人 
5,672人 
12,752人 

 

「多可町」誕生 
平成17年11月１日 

３ 
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私
た
ち
は「
多
可
町
」に 

こ
ん
な
「
ま
ち
」に
な
っ
て
ほ
し
い 

　
町
と
し
て
、
今
ま
で
な
か
な

か
で
き
な
か
っ
た
こ
と
も
あ
る

と
思
い
ま
す
。
３
町
が
合
併
し

て
多
可
町
に
な
る
今
こ
そ
、
そ

う
い
っ
た
こ
と
を
思
い
切
っ
て

や
る
チ
ャ
ン
ス
だ
と
思
い
ま
す
。
 

　
特
に
対
策
が
必
要
だ
と
思
う

の
は
、
少
子
化
対
策
。
私
の
住

む
地
区
で
も
子
ど
も
が
減
り
、

祭
り
の
時
、
昔
は
一
生
に
一
回

の
太
鼓
の
打
ち
子
が
、
数
年
先

に
は
２
回
３
回
と
。
こ
の
ま
ま

で
は
地
域
の
伝
統
・
文
化
の
継

承
が
無
く
な
っ
て
し
ま
う
の
で

は
と
危
惧
し
ま
す
。
 

　
視
察
し
た
淡
路
島
の
あ
る
町

で
は
、
企
業
誘
致
や
宅
地
造
成

を
し
た
り
し
て
、
１７
年
掛
け
て

子
ど
も
が
増
え
て
い
ま
す
。
確

か
に
時
間
は
掛
か
り
ま
す
。
で

も
、
何
か
を
し
な
い
と
い
け
な

い
と
思
い
ま
す
。
私
は
子
ど
も

た
ち
の
た
め
に
も
、
多
可
町
独

自
の
„
子
育
て
“
に
視
点
を
お

い
た
施
策
を
望
み
ま
す
。
 

　
例
え
ば
、
学
校
で
何
か
に
特

化
し
た
教
育
制
度
を
導
入
す
る

こ
と
も
可
能
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。
そ
れ
に
よ
っ
て
、
他
の

地
域
の
人
も
魅
力
を
感
じ
、「
多

可
町
で
子
ど
も
を
育
て
た
い
」
と

思
う
か
も
し
れ
な
い
。
住
む
の

は
多
可
町
で
、
働
く
場
は
阪
神
・

姫
路
エ
リ
ア
く
ら
い
ま
で
な
ら

可
能
で
す
し
。
 

　
ま
た
、
郷
土
を
愛
す
る
心
の

教
育
も
大
切
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。
そ
の
中
か
ら
、
将
来
ま

ち
づ
く
り
を
担
う
人
材
も
育
つ

と
思
い
ま
す
。
 

　
こ
れ
か
ら
は
住
民
と
行
政
が

一
体
と
な
っ
て
や
っ
て
い
か
な

い
と
い
け
な
い
時
代
。
こ
の
合

併
を
機
に

こ
こ
に
し
か
あ

ら
へ
ん

政
策
で
、
日
本
中
に

多
可
町
の
魅
力
を
見
せ
つ
け
ら

れ
た
ら
い
い
で
す
ね
。
 

　
誕
生
し
た
ば
か
り
の「
ま
ち
」
多
可
町
。
人
間
で
言
え
ば
、
ま
だ
生
ま
れ

た
て
の
赤
ん
坊
で
す
。
こ
れ
か
ら
ど
ん
な
「
ま
ち
」に
な
っ
て
い
く
の
か
、

そ
れ
は
多
可
町
に
住
む
私
た
ち
次
第
。
み
ん
な
で
、
誇
り
を
持
て
る
よ
う

な「
ま
ち
」を
め
ざ
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。
 

　
今
回
、
各
区
か
ら
計
４
人
の
方
に
今
後
の
多
可
町
に
つ
い
て
、
話
を
伺

い
ま
し
た
。
 

高橋欣也さん 
（中区中安田） 

　合併協議会３号委
員の１人として、２
年以上にも及んだ合
併協議に参加。図書
館ボランティア「サ
ポート・ねっと」の
一員としても活動さ
れています。 

き
　
ぐ
 



５ 

インタビュー

金高孝祐さん 
（加美区豊部） 

加美青年団長 

門脇巳義さん 
（八千代区中野間） 

 
　旧・八千代町で平
成１５年６月に発足し、
合併前後のまちづく
りについて考えるた
めに結成された「住
民会議」の元会長。 

　
ま
ず
、
合
併
し
て
八
千
代
区

が
な
ん
か
さ
び
れ
た
な
ぁ
と
感

じ
る
よ
う
な
こ
と
に
は
絶
対
に

な
っ
て
ほ
し
く
な
い
で
す
ね
。

合
併
直
後
は
い
ろ
い
ろ
と
難
し

い
こ
と
も
あ
る
か
と
思
い
ま
す
。

地
域
の
た
め
に
は
、
地
域
自
治

区
の
委
員
さ
ん
と
議
員
さ
ん
、

区
長
さ
ん
方
の
連
携
が
と
て
も

重
要
に
な
る
の
で
は
な
い
で
し

ょ
う
か
。
 

　
八
千
代
区
に
は
、
各
地
区
に

独
自
の
イ
ベ
ン
ト
が
い
ろ
い
ろ

あ
り
ま
す
。
多
可
町
に
な
っ
て

も
こ
れ
は
な
ん
と
か
残
せ
る
よ

う
に
し
て
ほ
し
い
で
す
ね
。
 

　
ま
た
、
八
千
代
区
で
も
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
の
運
行
が
検
討

さ
れ
ま
す
。
こ
れ
は
有
効
に
運

行
し
て
ほ
し
い
で
す
ね
。
い
ず

れ
は
中
・
八
千
代
間
も
運
行
し

て
、
多
可
高
校
へ
の
通
学
な
ど

に
使
え
た
ら
と
思
い
ま
す
。
現

在
は
ど
こ
か
ら
行
く
に
し
て
も

峠
を
越
え
な
い
と
い
け
な
い
で

す
か
ら
。
 

　
「
合
併
し
た
ら
周
辺
地
域
は

さ
び
れ
て
し
ま
う
の
で
は
？
」

と
い
う
声
を
た
ま
に
耳
に
し
ま

す
。
し
か
し
、
町
長
さ
ん
・
議

員
さ
ん
は
中
・
加
美
・
八
千
代

と
い
う
似
通
っ
た
地
域
の
人
か

ら
選
ば
れ
る
の
だ
か
ら
、
そ
ん

な
こ
と
に
は
な
ら
な
い
だ
ろ
う

と
思
っ
て
い
ま
す
。
 

　
多
可
町
は
ど
の
区
で
も
少
子

高
齢
化
が
進
ん
で
い
ま
す
。
地

域
を
活
性
化
す
る
た
め
に
も
何

か
対
策
を
と
っ
て
ほ
し
い
と
思

い
ま
す
。
例
え
ば
若
者
が
Ｕ
タ

ー
ン
を
考
え
る
よ
う
な
企
業（
特

産
）の
育
成
、
子
ど
も
た
ち
へ

の
教
育
な
ど
を
考
え
て
い
っ
て

ほ
し
い
な
と
思
い
ま
す
。
 

　
最
後
に
、八
千
代
町
は
「
敬
老

の
日
発
祥
の
町
」
で
し
た
。多
可

町
で
も
こ
の
敬
老
の
精
神
は
残

し
て
い
っ
て
ほ
し
い
で
す
ね
。
 

　
加
美
区
で
は
み
ん
な
す
ご
く

仲
が
良
い
と
思
い
ま
す
。
そ
れ

は
残
し
て
ほ
し
い
で
す
ね
。
ま

た
、
加
美
区
に
は
い
ろ
い
ろ
な

行
事
が
あ
っ
て
、
多
く
の
人
が

積
極
的
に
参
加
し
て
い
ま
す
。

む
ら
づ
く
り
も
盛
ん
で
す
。
多

可
町
に
な
っ
て
も
、
み
ん
な
が

行
事
に
積
極
的
に
参
加
す
る
よ

う
な
町
に
な
っ
て
ほ
し
い
で
す

ね
。
そ
の
方
が
町
に
活
気
が
で

ま
す
。
 

　
３
つ
の
地
域
に
一
体
感
が
で

る
よ
う
に
、
盆
踊
り
な
ど
の
イ

ベ
ン
ト
が
あ
っ
て
、
「
多
可
町

音
頭
」
み
た
い
な
も
の
を
み
ん

な
が
踊
れ
た
ら
い
い
で
す
ね
。
 

　
ま
だ
、
合
併
と
言
っ
て
も
実

感
が
わ
か
な
い
の
が
正
直
な
と

こ
ろ
で
す
。
一
体
感
が
わ
く
ま

で
に
は
、
も
う
少
し
時
間
が
掛

か
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
ま
ず

は
若
い
世
代
か
ら
３
つ
の
地
域

の
交
流
が
活
発
に
な
っ
た
ら
、

盛
り
上
が
る
ん
じ
ゃ
な
い
で
し

ょ
う
か
。
ス
ポ
ー
ツ
の
イ
ベ
ン

ト
な
ど
も
良
い
と
思
い
ま
す
。
 

　
青
年
団
は
、
参
加
し
た
い
と

思
う
人
を
い
つ
で
も
受
け
入
れ

ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
皆
さ
ん
来
て

く
だ
さ
い
。
 

山口理恵さん 
（加美区清水） 

　
加
美
区
は
、
人
と
人
と
の
つ

な
が
り
が
強
く
、
住
み
や
す
い

と
こ
ろ
で
す
。
だ
か
ら
、
そ
の

良
い
と
こ
ろ
を
残
し
て
、
３
つ

の
地
域
の
い
い
と
こ
ろ
ば
か
り

を
集
め
て
、
多
可
町
を
作
っ
て

ほ
し
い
で
す
ね
。
合
併
後
、
み

ん
な
が
合
併
し
て
良
か
っ
た
な

と
思
え
る
も
の
に
な
れ
ば
と
思

い
ま
す
。
 

　
ま
だ
、
中
区
・
八
千
代
区
の

こ
と
は
、
ま
だ
あ
ま
り
わ
か
り

ま
せ
ん
。
も
っ
と
広
報
誌
な
ど

で
取
り
上
げ
て
も
ら
え
た
ら
、

他
の
地
域
の
こ
と
も
わ
か
っ
て

い
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
 

き
　
ぐ
 



一番高い山は「千ヶ峰」 

　多くの山々に囲まれた多可町、その
中で高さナンバー１は、東播磨の最高
峰千ヶ峰（１００５ｍ）。２番目は八千代区
にある笠形山（９３９ｍ）。３番目は加美
区にある深谷山（９２８ｍ）です。 
　千ヶ峰は兵庫県のほぼ中央に位置
し、県下では数少ない１０００ｍを越える
山です。山頂は３６０度の展望で、晴れ
ていれば北は氷ノ山から南は明石海峡
まで望むことができます。 

「多可町」 
なんでもナンバー1

一番長い川は「杉原川」 

　八千代区には、野間川、大和川、仕出原川の３
本の川が流れています。そして、中区・加美区に
は杉原川が。 
　その中で長さが一番長いのは中区・加美区を縦
断して流れる清流「杉原川」。東播磨の最北端、加
美区山寄上の山中から始まり、西脇市で加古川に
合流するまで約４０㎞を流れ下ります。 

▲川面に青空を映す杉原川 
▲八千代区を流れる野間川・大和川・仕出原川は 
　ここで合流する 

ナ
ン
バ
ー
ワ
ー
ン
!!
 

６ 



多可町誕生の日に婚姻届を提出 
北村将則さん・尚美さんご夫妻 

　多可町が誕生した１１月１日、多可町にとって最
初のご夫婦が２組誕生しました。その内の１組が
北村将則さん・尚美さんご夫妻。末長くお幸せに。 

多可町誕生の日に、出生届を出されたのは 
藤井美優ちゃん・藤本真希ちゃん 

　多可町誕生の日に出生届を提出されたのは、２人のか
わいい女の子。１０月２５日生まれの藤井美優ちゃんと１０月
２２日生まれの藤本真希ちゃん。 
　多可町の誕生とほぼ同時に生まれた美優ちゃん・真希
ちゃんが元気にすくすく成長されることを願っていま
す。 

▲藤本真希ちゃん（撮影は叔母さん） 

藤
井
美
優
ち
ゃ
ん 
▲ 

ナ
ン
バ
ー
ワ
ー
ン
!!
 

７ 
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トイレ 

トイレ 

トイレ 第2会議室 

トイレ 

税務課 住民生活課 ロビー 

生涯学習課 

小会議室 町長室 助役室 企画課 情報課 

技　監 

第1会議室 

総務課 

会計課 

産業振興課 

収納課 

宿直室 相談室 

コピー室 

夜間通用門 

東玄関 

玄　関 

階段 階段 

階段 

階段 

階段 

階段 

エ
レ
ベ
ー
タ
ー 

階段 

階段 

第3 
会議室 

議　会 
事務局 

第2委員 
会室 第3委員 

会室 

第1 
委員会室 

議員控室 議長室 

トイレ 

議　場 

エ
レ
ベ
ー
タ
ー 

エ
レ
ベ
ー
タ
ー 

１階 

２階 

３階 

本

庁

舎
 

中
区
中
村
町
1（
32
）２
３
８
０ 

【
１
階
】 

税
務
課
・
収
納
課
・
住
民
生
活

課
・
産
業
振
興
課
・
会
計
課 

  

【
２
階
】 

総
務
課
・
企
画
課
・
情
報
課
・

生
涯
学
習
課 

【
３
階
】 

議
会
事
務
局
・
議
場 

 

※
「
か
み
テ
レ
ビ
局
」
は
情
報
課

で
す
が
、
加
美
区
に
あ
り
ま
す
。 

ア

ス

パ

ル

中
区
岸
上
1（
32
）５
１
５
１ 

【
健
康
福
祉
課
】 

　
社
会
福
祉
・
高
齢
者
福
祉
・

　
障
害
者
福
祉
・
衛
生
・
介
護

　
保
険
・
健
康
づ
く
り 

【
子
ど
も
課
】 

　
保
育
事
務
・
子
育
て
支
援
・

　
青
少
年
育
成
推
進
室
・
母
子

　
保
健 

【
教
育
課
】 

　
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
・
国
体
推
進
室 

中
央
公
民
館

中
区
茂
利
1（
32
）１
２
５
０ 

【
管
理
課
】1（
32
）２
３
８
５ 

　
総
務
・
施
設
・
学
校
給
食 

【
教
育
課
】1（
32
）２
３
８
５ 

　
学
校
教
育
・
社
会
教
育
・
地
域

　
家
庭
教
育 

 

上
下
水
道
セ
ン
タ
ー

中
区
岸
上 

【
建
設
課
】1（
30
）０
８
５
５ 

　
道
路
橋
梁
河
川
・
住
宅
建
設
・

　
都
市
計
画 

【
上
下
水
道
課
】1（
32
）２
８
１
５ 

　
業
務
・
上
水
道
管
理
・
下
水

　
道
管
理 

ベ
ル
デ
ィ
ー
ホ
ー
ル 

（
文
　
化
　
会
　
館
） 

中
区
中
村
町
1（
32
）１
３
０
０ 

　
い
ろ
い
ろ
な
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
す

る
文
化
発
信
拠
点
。 

図

書

館

 

中
区
糀
屋
1（
32
）５
１
７
０ 

　
６
万
冊
以
上
の
蔵
書
を
誇
る

図
書
館
。 

那
珂
ふ
れ
あ
い
館 

中
区
東
山
1（
32
）０
６
８
５ 

　
文
化
財
の
発
掘
・
調
査
、
ま

た
、
文
化
財
・
資
料
の
展
示
を

行
う
。 

防
災
セ
ン
タ
ー 

中
区
高
岸
1（
32
）４
１
１
０ 

　
災
害
時
の
拠
点
。 

 

加
美
上
下
水
道
事
務
所 

加
美
区
豊
部
1（
35
）０
２
９
２ 

 

加
美
保
健
セ
ン
タ
ー

加
美
区
豊
部
1（
35
）０
０
８
０  

交

流

会

館

 

加
美
区
寺
内
1（
35
）１
６
０
０ 

　
主
な
施
設
で
は
、
各
部
署
が

次
の
よ
う
な
業
務
を
行
っ
て
い
ま
す
。 

他
に
も 

こ
ん
な
施
設
が
… 

庁
舎
・
業
務
案
内 

ど
こ
に
何
が
あ
る
の
？ 
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庁舎１階 
 
 
 
 
 
 
 

公民館 

場　　所 大　分　類 業　務　内　容 

総務 庁舎管理、文書管理、情報公開・個人情報保護、 
本庁との連絡調整 
 

地域振興 
 

地域協議会、地域組織調整、地域振興計画、広報・広聴 

上下水道 施設管理等 

社会教育 公民館講座、人権学習活動、国体推進、青少年教育 

窓口 
 
 

各種届出、証明書発行、埋火葬許可、防災、消防、交通、 
公営住宅受付、消費者相談、収納 
 

健康福祉・子ども 
 
 

福祉全般受付、介護保険受付、健康・予防接種、福祉乗車 
券の発行、母子保健、児童福祉、次世代育成支援対策、 
子育て相談 
 

商工・農林・建設 
 
 

交流、観光事業、特産業の育成、特産品の振興、農業共済 
受付、鳥獣保護、有害鳥獣対策、建築確認申請受付、町道・ 
河川維持管理、道路占用等申請 
 

加
美
地
域
局 

加
美
区
豊
部
1（
35
）０
０
８
０ 

　
庁
舎
１
階
で
、
総
務
、
地
域

振
興
、
窓
口
、
健
康
福
祉
・
子

ど
も
、
商
工
・
農
林
・
建
設
、

上
下
水
道
の
各
種
業
務
を
行
っ

て
い
ま
す
。 

　
ま
た
、
加
美
住
民
セ
ン
タ
ー

（
加
美
公
民
館
）で
は
、
社
会
教

育
に
関
す
る
業
務
を
行
っ
て
い

ま
す
。 

八
千
代
地
域
局 

八
千
代
区
中
野
間
1（
37
）０
２
５
０ 

　
庁
舎
１
階
で
、
総
務
、
地
域

振
興
、
窓
口
、
健
康
福
祉
・
子

ど
も
、
商
工
・
農
林
・
建
設
、

上
下
水
道
の
各
種
業
務
を
行
っ

て
い
ま
す
。 

　
ま
た
、
八
千
代
公
民
館
で
は
、

社
会
教
育
に
関
す
る
業
務
を
行

っ
て
い
ま
す
。 

地
域
局
で
は 

こ
ん
な
仕
事
を
し
て
い
ま
す 

か
み
テ
レ
ビ
局 

加
美
区
豊
部
1（
35
）１
０
０
１ 

　
自
主
放
送
番
組
を
制
作
・
放

送
す
る
。 

 

杉
原
紙
研
究
所 

加
美
区
鳥
羽
1（
36
）０
０
８
０ 

　
７
世
紀
の
後
半
に
始
ま
っ
た
杉

原
紙
を
今
に
伝
え
る
。 

 

き
た
公
民
館
・ 

ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

加
美
区
丹
治
1（
36
）１
５
０
５  

八
千
代
保
健
セ
ン
タ
ー

八
千
代
区
中
野
間
1（
37
）０
２
５
０ 

中

央

公

園

中
区
岸
上
1（
32
）５
１
５
１ 

 

加
美
運
動
公
園

加
美
区
豊
部
1（
35
）１
５
７
２  

サ
ン
・
ス
ポ
ー
ツ
ラ
ン
ド
加
美

加
美
区
豊
部
1（
35
）１
５
７
２ 

 

サ
ン
ス
イ
ム
・
カ
ミ

加
美
区
豊
部
1（
35
）１
４
７
５ 

 

ガ
ル
テ
ン
八
千
代 

八
千
代
区
中
野
間
1（
37
）１
５
２
０ 

地
域
局 

ど
ん
な
こ
と
が
で
き
る
の
？ 



１０ 

多
可
町
役
場
の
組
織 

教
育
委
員
会
管
理
課
長  

田
島
　
等
　 

　
　
同
　
　
教
育
課
長 

徳
平
　
信
幸 

    松
井
庄
診
療
所
長
兼
在
宅
介
護

支
援
セ
ン
タ
ー
所
長 

　
　
　
　
　
　
　
道
上  

俊
高 

杉
原
谷
診
療
所
長
　
戸
田  

忠
一 

八
千
代
診
療
所
長
　
富
田  

誠
人 
      教

育
委
員
会
教
育
課
学
校
教
育

担
当
指
導
主
事 

　
近
藤
　
文
好 

教
育
委
員
会
教
育
課
社
会
教
育
担

当
指
導
主
事
・
地
域
家
庭
教
育
担
当

指
導
主
事
兼
中
央
公
民
館
館
長 

　
　
　
　 

松
本
　
寿
朗 

総
務
課
副
課
長 

　
大
山
　
高
弘 

　
　

同

　
　 

　
小
野
　
博
史 

　
　

同

　
　 

　
岩
田
　
通
宏 

企
画
課
副
課
長（
ま
ち
づ
く
り
推

進
室
長
） 

　
　
　 

神
田
　
雅
一 

企
画
課
副
課
長 

　
副
田
　
龍
次 

情
報
課
副
課
長（
か
み
テ
レ
ビ
局

長
） 

　
　
　
　
　 

戸
田
　
敏
博 

情
報
課
副
課
長 

　
石
井
　
宏
幸 

税
務
課
副
課
長 

　
三
村
　
秀
夫 

収
納
課
副
課
長 

　
松
本
　
茂
彰 

　
　

同

　
　 

　
堀
口
　
善
弘 

住
民
生
活
課
副
課
長 

藤
賀
　
周
市 

　
　

同

　
　 

　
板
倉
　
一
仁 

健
康
福
祉
課
副
課
長 

安
達
　
健
　

　
　

同

　
　 

　
森
　
貴
美
代 

　
　

同

　
　 

　
桑
村
安
佳
美 

健
康
福
祉
課
副
課
長（
松
井
庄
診
療

所
事
務
長
）
　
　  

吉
田
　
智
司 

健
康
福
祉
課
副
課
長（
杉
原
谷
診
療

所
事
務
長
）      

藤
村
　
芳
昭 

子
ど
も
課
副
課
長 

石
塚
美
恵
子 

　
　
　
同
　
　 
　
藤
中
　
薫
　 

子
ど
も
課
副
課
長（
き
た
保
育
所

長
）            

石
塚
　
律
子 

子
ど
も
課
副
課
長（
み
な
み
保
育

所
長
） 

　
　
　
　 

宮
崎
　
生
野 

子
ど
も
課
副
課
長（
キ
ッ
ズ
ラ
ン

ド
や
ち
よ
所
長
）  

益
田
　
勝
義 

管
理
職
員
を
紹
介
し
ま
す
。 

課
長
級 

診
療
所
長 

副
課
長
級 

指
導
主
事 

産
業
振
興
課
副
課
長 

今
中
　
均
　

産
業
振
興
課
副
課
長（
企
業
立
地
室

長
）    

　
　
　  

　
藤
井
　
敏
明 

産
業
振
興
課
副
課
長 

三
村
　
有
司 

　
　

同

　
　 

　
安
田
　
一
司 

　
　

同

　
　 

　
渡
辺
　
啓
三 

建
設
課
副
課
長   

時
政
　
久
雄 

　
　

同

　
　 

　
藤
本
　
喜
蔵 

上
下
水
道
課
副
課
長 

足
立
　
壽
　 

生
涯
学
習
課
副
課
長 

松
田
　
政
明 

加
美
地
域
局
副
課
長 

今
中
　
明
　 

　
　

同

　
　 

　
池
田
　
重
喜 

八
千
代
地
域
局
副
課
長 

内
橋
　
茂
　 

　
　

同

　
　 

　
多
方
　
光
宏 

教
育
委
員
会
管
理
課
副
課
長 

草
別
　
義
雄 

教
育
委
員
会
管
理
課
副
課
長
（
那

珂
ふ
れ
あ
い
館
館
長
） 

　
内
橋
　
志
郎 

教
育
委
員
会
教
育
課
副
課
長 

　
　

　

　
　
　 

藤
原
　
弓
子 

　
　

同

　
　
　 

萬
浪
　
佳
隆 

　
　

同

　
　
　 

中
西
麻
理
子 

教
育
委
員
会
教
育
課
副
課
長（
国

体
推
進
室
長
）    

杉
浦
　
克
也 

教
育
委
員
会
教
育
課
副
課
長（
ふ

れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
館
長
） 

 
 
 
 
 
 
 
 

大
豊
　
幸
広 

教
育
委
員
会
教
育
課
副
課
長（
図

書
館
長
）        

吉
田
　
一
四 

教
育
委
員
会
教
育
課
副
課
長（
図

書
館
副
館
長
）    

徳
平
み
ゆ
き 

教
育
委
員
会
教
育
課
副
課
長（
ベ

ル
デ
ィ
ー
ホ
ー
ル
館
長
）  

     

藤
浦
美
由
姫 

  

森
位
　
正
己 

玉
水
　
和
博 

     岡
田
　
孝
　 

東
田
　
耕
造 

有
田
　
繁
夫 

小
牧
　
建
博 

山
口
　
昌
平 

門
脇
　
教
蔵 

赤
沼
　
守
　 

安
田
　
昇
司 

門
脇
　
奬
　 

寺
井
　
利
一 

工
古
田
隆
夫 

笹
倉
　
規
生 

小
幡
　
久
子 

木
原
　
喜
晴 

牧
浦
　
良
昭 

廣
畑
　
雅
弘 

町
長
職
務
執
行
者
　 

技
　
　
監 

      

議
会
準
備
局
長 

総
務
課
長 

企
画
課
長 

情
報
課
長 

税
務
課
長 

収
納
課
長 

住
民
生
活
課
長 

健
康
福
祉
課
長 

子
ど
も
課
長 

産
業
振
興
課
長 

建
設
課
長 

上
下
水
道
課
長 

生
涯
学
習
課
長 

加
美
地
域
局
長 

八
千
代
地
域
局
長 

会
計
課
長 



１１ 

課
長
補
佐
級 宮

崎
　
信
子 

松
田
　
里
美 

多
方
　
初
　 

土
田
　
五
郎 

杉
浦
　
由
美 

今
中
　
孝
介 

翁
田
　
友
子 

時
政
　
毅
　 

藤
原
　
正
和 

藤
原
　
徹
　 

山
尾
　
清
　 

原
　
　
寛
　 

小
林
　
光
代 

笹
原
　
隆
延 

横
山
　
鉄
郎 

小
林
　
英
喜 

永
井
　
浩
喜 

梅
田
　
貞
　 

小
牧
　
泉
　 

竹
内
　
勇
雄 

秋
田
　
喜
広 

副
田
　
智
子 

小
西
小
由
美 

藤
本
千
恵
美 

 

石
井
　
美
子 

福
井
　
一
美 

辻
本
　
芳
子 

西
田
　
葉
子 

議
会
準
備
局
長
補
佐 

総
務
課
長
補
佐 

　
　

同

 

　
　

同

 

企
画
課
長
補
佐 

　
　

同

 

　
　

同

 

情
報
課
長
補
佐 

　
　

同

 

　
　

同

 

税
務
課
長
補
佐 

　
　

同

 

　
　

同

 

収
納
課
長
補
佐 

　
　

同

 

　
　

同

 

　
　

同

 

住
民
生
活
課
長
補
佐 

　
　

同

 
　
　

同
 

健
康
福
祉
課
長
補
佐 

　
　

同

 

　
　

同

 

　
　

同

 

健
康
福
祉
課
長
補
佐（
西
脇
多
可
行
政 

事
務
組
合
派
遣
）  

健
康
福
祉
課
長
補
佐  

子
ど
も
課
長
補
佐  

　
　

同

 

大
地
あ
お
い 

  

多
方
由
紀
美 

門
脇
　
靖
彦 

由
利
　
政
文 

遠
藤
　
博
　 

竹
本
　
早
苗 

藤
本
　
巧
　 

藤
原
　
照
明 

徳
岡
伊
津
美 

山
尾
　
勝
　 

藤
井
　
裕
　 

藤
原
　
満
　 

高
田
　
茂
幸 

吉
田
　
恵
子 

 

藤
本
　
弘
之 

杉
本
　
薫
　 

荻
野
　
勝
久 

 

子
ど
も
課
長
補
佐 

子
ど
も
課
長
補
佐（
キ
ッ
ズ
ラ
ン
ド 

や
ち
よ
保
育
園
長
） 

産
業
振
興
課
長
補
佐 

　
　

同

 

　
　

同

 

建
設
課
長
補
佐 

　
　

同

 

　
　

同

 

上
下
水
道
課
長
補
佐 

　
　

同

 

　
　

同

 

加
美
地
域
局
課
長
補
佐  

　
　

同

　 

　
　

同

 

教
育
委
員
会
教
育
課
長
補
佐 

（
加
美
区
担
当
） 

八
千
代
地
域
局
課
長
補
佐  

　
　

同
 

 

  

勝
岡
　
由
美 

 

足
立
い
つ
よ 

藤
中
　
和
子 

 

畑
中
　
俊
裕 

 

杉
本
　
致
良 

 

宮
原
　
文
隆 

  

青
山
　
真
澄 

 

藤
原
三
枝
子 

橋
間
　
正
文 

藤
原
　
英
子 

伊
藤
　
聡
　 

秋
山
ま
す
み 

八
千
代
地
域
局
課
長
補
佐  

八
千
代
地
域
局
課
長
補
佐 

（
八
千
代
区
担
当
） 

会
計
課
長
補
佐 

教
育
委
員
会
管
理
課
長
補
佐（
加
美
給 

食
セ
ン
タ
ー
所
長
） 

教
育
委
員
会
管
理
課
長
補
佐（
八
千
代
給 

食
セ
ン
タ
ー
所
長
） 

教
育
委
員
会
管
理
課
長
補
佐 

 

教
育
委
員
会
教
育
課
長
補
佐 

（
キ
ッ
ズ
ラ
ン
ド
や
ち
よ
幼
稚
園
長
） 

 

教
育
委
員
会
教
育
課
長
補
佐 

　
　

　

 

　
　

同

 

　
　

同

 

　
　

同

 

　
　

同

 



１２ 

変
更
点
な
ど 

多
可
町
誕
生
に
伴
う 

　
１１
月
１
日
か
ら
、
多
可
町
の

印
鑑
登
録
カ
ー
ド
に
交
換
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。 

　
な
お
、
旧
町
の
登
録
証
も
引

き
続
き
使
用
で
き
ま
す
。 

　
合
併
に
よ
っ
て
、
11
月
１
日

か
ら
、
住
所
表
示
が
次
の
通
り

変
更
に
な
り
ま
し
た
。 

　
ま
た
、
住
所
表
示
の
変
更
に

よ
り
、
「
番
地
の
」の「
の
」
を
記

載
し
な
く
な
り
ま
し
た
。方
書（
施

設
名
称
・
ア
パ
ー
ト
の
名
称
、

部
屋
番
号
）を
住
所
の
一
部
と
し

て
表
示
し
ま
す
。 

　
合
併
に
伴
う
住
所
表
示
変
更

に
関
す
る
証
明
書（
無
料
）を
１１

月
１
日
か
ら
交
付
し
て
い
ま
す
。

住
所
や
所
在
地
の
変
更
手
続
き

に
あ
た
り
、
こ
の
証
明
書
が
必

要
な
人
は
、
多
可
町
役
場
住
民

生
活
課
、
ま
た
は
加
美
地
域
局
・

八
千
代
地
域
局
の
窓
口
に
申
請

し
て
く
だ
さ
い
。 

住
所
表
示
の
変
更 

（例） 
旧住所表示…多可郡中町中村町１２８番地の１ 
新住所表示…多可郡多可町中区中村町１２８番地１ 

１ 

印
鑑
登
録
証
の 

交
換
に
つ
い
て 

２ 

　
登
録
証
ま
た
は
印
鑑
の
ど
ち

ら
か
一
方
で
も
紛
失
さ
れ
て
い

る
場
合
は
新
規
印
鑑
登
録
と
な

り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
新
た
に

登
録
申
請
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

（
こ
の
場
合
、
手
数
料
２
０
０

円
が
必
要
で
す
） 

 

①
本
人
が
申
請
す
る
場
合 

　
登
録
さ
れ
る
印
鑑
、
公
的
機

関
発
行
の
写
真
付
き
の
身
分
証

明
書（
運
転
免
許
証
、
パ
ス
ポ
ー

ト
な
ど)

が
新
規
印
鑑
登
録
に
必

要
で
す
。 

※
即
日
、
印
鑑
登
録
で
き
ま
す 

 

②
代
理
人
が
申
請
す
る
場
合

　
代
理
人
選
任
届（
委
任
状
）、

登
録
さ
れ
る
印
鑑
、
代
理
人
の

認
印
が
新
規
印
鑑
登
録
に
必
要

で
す 

※
即
日
、
印
鑑
登
録
で
き
ま
せ

ん 

 

■
問
合
先 

　
住
民
生
活
課
1（
３２
）２
３
８
０ 

　
加
美
地
域
局
1（
３５
）０
０
８
０ 

　
八
千
代
地
域
局
1（
３７
）０
２
５
０ 

【
登
録
証
ま
た
は
印
鑑
を 

　
紛
失
さ
れ
て
い
る
場
合
】 

申請人 　　　　　　持参物 

登録印鑑 
印鑑登録証 
本人確認できるもの 
（免許証・保険証など） 

登録印鑑 
印鑑登録証 
代理人の印鑑・本人確認できるもの 
（免許証・保険証など） 

手数料 

無　料 

切替場所 

住民生活課 
（本庁） 
加美地域局 
八千代地域局 

交換期限 

な　し 

代理人 

本　人 

旧住所表示 

兵庫県多可郡中町 

兵庫県多可郡加美町 

兵庫県多可郡八千代町 

新住所表示 

兵庫県多可郡多可町中区 

兵庫県多可郡多可町加美区 

兵庫県多可郡多可町八千代区 

多可町の印鑑登録
カードへの交換に
ついて 

▲ 

多可町の印鑑 
登録カード 

▲ 

印鑑登録証 

登録番号　○×△□○ 

多　可　町 



１３ 

母
子
保
健
事
業
の 

日
程
変
更 

４ 　
合
併
の
た
め
、
旧
町
で
予
定

し
て
い
た
日
程
と
変
更
に
な
っ

て
い
る
部
分
が
あ
り
ま
す
の
で
、

ご
注
意
く
だ
さ
い
。 

　
対
象
者
に
は
個
別
に
案
内
を

し
ま
す
。 

母子手帳交付と  
妊 婦 健 康 相 談  

４ か 月 児 健 診  

離 乳 食 教 室  

離乳食卒業教室  

９か月児育児教室 

１歳６か月児健診 

乳幼児育児相談  

11月29日（火） 
午前９時30分～ 

11月16日（水） 
午後１時30分～ 

11月17日（木） 
午前９時45分～ 

1 2月１日（木） 
午前９時45分～ 

11月22日（火） 
午前９時45分～ 

11月30日（水） 
午後１時30分～ 

1 2月８日（木） 
午前９時30分～ 

母子保健事業日程表 

各
施
設
の 

使
用
料
金
の
変
更 

３ 
中央公園 

アスパル 
（営利目的外） 

町民プール 
高校・大学生 

グラウンド　　全　面 

半　面 

テニスコート　１　面 

北アリーナ　　全　面 

半　面 

　　全　面 

　アリーナ　　　半　面 

　1/4 面 

　  　 

大人  

840円/時間 

420円/時間 

310円/時間 

310円/時間 

150円/時間 

　　1,050円/時間 

　520円/時間 

　260円/時間 

210円　  　 

　310円　 　 

中
　
　
区 

780円/時間 

310円/時間 

100円/時間 

100円/時間 

100円/時間 

520円 

310円 

 
730円 

大　人 

小　人 

親　子 

運 動 公 園  

南グラウンド 

中グラウンド 

北グラウンド 

 

温 水 プ ー ル  
（老人） 

加 

美 

区 

全　面 

半　面 

1/4 面 

オムニ 

ハード 

高校生 

　以上 

全　面 

半　面 

840円/時間 

420円/時間 

210円/時間 

630円/時間 

310円/時間 

210円
 

 

840円/時間 

420円/時間 

　 

 

農 村 広 場  

 

 

海洋センター 

 

健康増進施設 

グラウンド  

 

 

テニスコート 

 

プ ー ル  

 

体 育 館  

八
千
代
区 

　
合
併
後
、
い
ろ
い
ろ
な
公
共

施
設
で
使
用
料
金
が
変
更
に
な

っ
て
い
ま
す
。
そ
の
一
部
を
紹

介
し
ま
す
。 

　
掲
載
さ
れ
て
い
な
い
施
設
に

つ
い
て
は
、
各
施
設
ま
た
は
担

当
課
ま
で
、
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。 

次
は
ど
の
施
設
で
遊
ぼ
う
か
な
？

次
は
ど
の
施
設
で
遊
ぼ
う
か
な
？ 

次
は
ど
の
施
設
で
遊
ぼ
う
か
な
？ 

野球場 

ゲートボール場 

行　　事 と　　　き と　こ　ろ 

アスパル  



１４ 

1（32）2380 

1（35）0080 

1（37）0250 

1（32）2385 

1（32）1250 

1（35）0080 

1（37）0596 

1（32）5151 

1（30）0855 

1（32）2815 

1（35）1001 

1（32）1300 

1（32）5170 

1（32）1389 

1（32）3425 

1（32）0119 

1（23）7744 

問い合わせ先  

く
ら
し
の 

 

多 可 町 役 場  

加 美 地 域 局  

八千代地域局 

教 育 委 員 会  

中 央 公 民 館  

加美住民センター 

八千代公民館 

ア ス パ ル  

建 設 課  

上 下 水 道 課  

かみテレビ局 

ベルディーホール 

図 書 館  

ふれあいセンター 

社会福祉協議会 

中 分 署  

消防テレフォンサービス 

nformation
くらしに役立つ 

ベ
ル
デ
ィ
ー
だ
よ
り 

弓
張
美
季 

ピ
ア
ノ
コ
ン
サ
ー
ト 

■
と
　
き 

　  
１２
月
１１
日（
日
）午
後
２
時
開

　
演（
午
後
１
時
３０
分
開
場
） 

■
料
　
金 

　
大
人
　
　
　
　
１
、０
０
０
円
 

　
学
生（
高
校
生
以
下
）　
５
０
０
円
 

　
欧
米
を
魅
了
し
、
カ
ー
ネ
ギ

ー
ホ
ー
ル
を
沸
し
た
若
手
ピ
ア

ニ
ス
ト
弓
張
美
季
さ
ん
が
、
神

戸
・
東
京
で
リ
サ
イ
タ
ル
を
開

か
れ
ま
す
。 

　
そ
し
て
今
回
、
多
可
町
の
３

つ
の
中
学
校
の
音
楽
教
室
で
、

生
徒
た
ち
に
音
楽
に
興
味
を
持

っ
て
も
ら
お
う
と
、
外
国
生
活

の
話
な
ど
を
し
な
が
ら
ピ
ア
ノ

演
奏
を
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、
コ

ン
サ
ー
ト
前
日
に
は
、公
開
レ
ッ

ス
ン
も
行
わ
れ
ま
す
。 

　
桂
三
枝
さ
ん
を
は
じ
め
と
す

る
関
西
落
語
界
や
演
芸
界
の
協

力
で
、
県
民
皆
さ
ん
に
笑
い
を

通
し
た
ゆ
と
り
や
安
す
ら
ぎ
を

感
じ
て
も
ら
う
た
め
に
、
毎
月

１
回
「
ひ
ょ
う
ご
寄
席
」
と
題
す

る
県
民
向
け
寄
席
番
組（
サ
ン
テ

レ
ビ
）を
放
映
し
て
い
ま
す
。
　

　
そ
の
「
ひ
ょ
う
ご
寄
席
」
の
公

開
収
録
を
次
の
よ
う
に
行
い
ま

す
の
で
、
観
覧
希
望
者
は
ぜ
ひ

ご
応
募
く
だ
さ
い
。 

■
と
　
き 

　
１２
月
１６
日(

金) 

　
午
後
５
時
３０
分
開
演 

　（
開
場
午
後
５
時
） 

■
料
　
　
金
　
無
料 

■
定
　
　
員
　
先
着
５
８
０
人 

■
申
込
方
法 

　
往
復
は
が
き
を
郵
送（
は
が
き

　
１
枚
に
つ
き
１
人
）。
詳
細
は

　
チ
ラ
シ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。 

　
１３
回
目
の
日
本
酒
の
日
コ
ン

サ
ー
ト
は
い
か
が
で
し
た
か
？

中
に
は
１３
年
連
続
で
見
に
来
ら

れ
た
人
も
い
ら
っ
し
ゃ
る
ん
じ

ゃ
な
い
で
し
ょ
う
か
。
今
年
は

登
紀
子
さ
ん
の
歌
手
活
動
４０
周

年
と
い
う
節
目
の
年
で
も
あ
る

た
め
、
懐
か
し
い
曲
か
ら
新
し

い
曲
、
ま
た
、
登
紀
子
さ
ん
の

弾
き
語
り
の
リ
ク
エ
ス
ト
コ
ー

ナ
ー
も
あ
り
、
例
年
と
は
ひ
と

味
違
っ
た
コ
ン
サ
ー
ト
に
な
り

ま
し
た
。 

　
コ
ン
サ
ー
ト
前
に
も
か
か
わ

ら
ず
、
登
紀
子
の
田
ん
ぼ
の
出

来
映
え
を
見
ら
れ
、
記
念
撮
影

に
応
じ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

今
年
の
酒
米
も
き
っ
と
お
い
し

い
ブ
ラ
ン
ド
酒
に
な
る
こ
と
で

し
ょ
う
。 

　
終
演
後
に
行
わ
れ
た
交
流
会

で
は
、
４０
本
の
ロ
ー
ソ
ク
が
立

て
ら
れ
た
大
き
な
ケ
ー
キ
が
用

意
さ
れ
、
４０
周
年
を
祝
い
ま
し

た
。
登
紀
子
さ
ん
は
予
想
外
の

出
来
事
に
驚
か
れ
て
い
ま
し
た

が
、
う
れ
し
そ
う
に
ロ
ー
ソ
ク

を
吹
き
消
さ
れ
て
い
ま
し
た
。 

　
何
回
見
て
も
酔
い
し
れ
る
登

紀
子
さ
ん
の
日
本
酒
の
日
コ
ン

サ
ー
ト
。
来
年
の
コ
ン
サ
ー
ト

が
今
か
ら
楽
し
み
で
す
。 

（
１０
月
１
日（
土
）『
加
藤
登
紀
子

日
本
酒
の
日
コ
ン
サ
ー
ト
』よ
り
） 

し
こ
み
話

し
こ
み
話 

し
こ
み
話 

演
劇
セ
ミ
ナ
ー
生
募
集 

ひ
ょ
う
ご
寄
席 

桂
三
枝
の 出

演
　
桂
三
枝
　
他 

あ
な
た
も
プ
ロ
の
俳
優
と
一
緒

に
ベ
ル
デ
ィ
ー
の
舞
台
に
！ 

　
平
成
１８
年
３
月
２５
日（
土
）の

『
演
劇
セ
ミ
ナ
ー
発
表
公
演
』
に

出
演
し
ま
せ
ん
か
。
詳
細
は
チ

ラ
シ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。 

情
報
館 

●
ベ
ル
デ
ィ
ー
ホ
ー
ル
1（
32
）１
３
０
０ 

▲昨年の発表公演のひとコマ 



１５ 

至加美区 至丹波市 

役場役場 役場 

中
央
公
民
館 

南
小
学
校 

ロ
ー
ソ
ン 

安坂 

糀屋 坂本 

至西脇市 
R427

至八千代区 

多可町図書館 多可町図書館 

文 

ベルディー 
ホール 
ベルディー 
ホール 

マックスバリュー 
キリン堂 

マックスバリュー 
キリン堂 

「
木
枯
ら
し（
凩
・
小
嵐
）」 

　
木
枯
ら
し
が
吹
く
と
、
い
よ

い
よ
冬
の
到
来
で
す
。
秋
か
ら

初
冬
に
か
け
て
吹
く
風
速
８
メ

ー
ト
ル
毎
秒
以
上
の
北
・
北
西

の
風
の
こ
と
で
、
こ
れ
に
よ
り

西
高
東
低
の
冬
型
気
圧
配
置
に

な
っ
た
こ
と
を
表
し
ま
す
。
木

枯
ら
し
第
１
号
は
、
過
去
の
デ

ー
タ
に
よ
る
と
毎
年
１１
月
７
日

ご
ろ
で
、
気
象
庁
が
発
表
す
る

の
は
東
京
と
大
阪
だ
け
だ
そ
う

で
す
。 

『
風
の
名
前
』 

高
橋
順
子
／
文 

小
学
館（
４
５
１
タ
） 

      

　
「
野
分
」「
時
津
風
」な
ど
、
今

で
は
あ
ま
り
使
わ
れ
な
く
な
っ

た
「
風
」
に
ち
な
ん
だ
言
葉
を
、

日
本
各
地
の
美
し
い
四
季
の
写

真
と
と
も
に
紹
介
。
日
本
語
っ

て
い
い
な
ぁ
と
思
え
る
１
冊
で

す
。 

◆
児
童
書
◆ 

『
ギ
リ
シ
ャ
神
話
』 

石
井
桃
子
／
編
・
訳 

の
ら
書
房
（
Ｋ
１
６
４
イ
） 

「
お
は
な
し
会
」 

■
と
　
き 

■
と
こ
ろ 

　

・

 

、

 

◆
一
般
書
◆ 

『
関
西
紅
葉
の
名
所
』 

山
と
渓
谷
社（
２
９
１
・
６
ヤ
） 

今
月
の 

あ
の
本
・
こ
の
本 

　
古
代
ギ
リ
シ
ャ
の
人
た
ち
は
、

太
陽
、
星
や
海
な
ど
の
こ
と
を

科
学
的
に
よ
く
知
ら
な
か
っ
た

の
で
、
朝
に
な
る
と
太
陽
が
昇

っ
て
く
る
こ
と
や
季
節
が
移
り

変
わ
る
こ
と
も
、
彼
ら
に
と
っ

て
す
ご
く
不
思
議
な
こ
と
で
し

た
。
そ
の
不
思
議
を
解
き
明
か

す
た
め
に
生
ま
れ
た
お
話
が「
ギ

リ
シ
ャ
神
話
」で
す
。 

　
こ
の
本
は
「
ク
マ
の
プ
ー
さ
ん
」

の
翻
訳
で
知
ら
れ
る
石
井
桃
子

さ
ん
が
編
集
。
だ
れ
で
も
ギ
リ

シ
ャ
神
話
が
楽
し
め
る
よ
う
読

み
や
す
く
工
夫
さ
れ
て
い
ま
す
。 

　
京
都
や
奈
良
ま
で
行
か
な
く

て
も
、
紅
葉
の
名
所
は
近
場
で

も
あ
る
ん
で
す
ね
。
加
西
市
の

「
一
乗
寺
」や
丹
波
市
の「
円
通
寺
」

な
ど
、
日
帰
り
で
も
ゆ
っ
く
り

散
策
で
き
そ
う
な
所
が
掲
載
さ

れ
て
い
ま
す
。
巻
末
に
は
カ
ツ

ラ
や
イ
チ
ョ
ウ
な
ど
の
「
紅
葉

す
る
巨
木
」も
紹
介
さ
れ
て
い
る

の
で
、
こ
ち
ら
も
見
応
え
十
分

で
す
。 

図
書
館 

通
信 

多
可
町
図
書
館
の

利
用
に
つ
い
て 

■
開
館
時
間 

　
午
前
１０ 
時
〜
午
後
６
時 

■
休
館
日 

　（
月
・
火
曜
日
※
第
３
日
曜
日

　
の
週
は
火
曜
日
も
開
館
／
祝

　
日
・
年
末
年
始
） 

■
貸
出
冊
数
・
期
間 

　
１
人
１０
冊
ま
で
・
２
週
間 

 

　
ま
だ
、
利
用
さ
れ
て
い
な
い

人
は
、
ぜ
ひ
一
度
ご
来
館
く
だ

さ
い
。 

●図書館 1（32)5170●図書館 1（32)5170

図
書
館
の
場
所 

No.1No.1



１６ 

 

 

交
通
ル
ー
ル
を
し
っ
か
り
守
り
、

思
い
や
り
の
あ
る
安
全
行
動
の

実
践
を
お
願
い
し
ま
す
。 

交
通
死
亡
事
故 

多
発
!!
 

①
時
間
別
で
は
、
夜
間（
午
後

　
６
時
〜
８
時
）に
多
発 

②
年
齢
別
で
は
、
被
害
者
の
４

　
割
が
高
齢
者 

③
状
態
別
で
は
、
自
転
車
や
歩

　
行
者
の
道
路
横
断
中
が
増
加 

   【
ド
ラ
イ
バ
ー
】 

※
夕
暮
れ
ど
き
は
「
早
め
の
ラ

　
イ
ト
点
灯
」の
励
行
を 

 【
歩
行
者
・
自
転
車
】 

※
外
出
時
は
、
明
る
い
服
装
、

　
反
射
材
の
活
用
を 

※
交
差
点
で
は
、
必
ず
信
号
に

　
従
い
、
し
っ
か
り
安
全
確
認

　
し
て
横
断
を 

 

事
故
の
特
徴 

 

事
故
防
止
の
た
め 

　
個
人
事
業
税
は
、
所
得
税
・

住
民
税
と
は
別
に
個
人
で
事
業

を
行
う
人
に
か
か
る
税
で
す
。

第
２
期
分
の
納
期
限
は
、
１１
月

３０
日（
水
）で
す
の
で
、
最
寄
り

の
銀
行
・
郵
便
局
な
ど
の
金
融

機
関
で
納
め
ま
し
ょ
う
。 

　
ま
た
、
納
税
に
は
便
利
な
口

座
振
替
制
度
も
ご
利
用
く
だ
さ

い
。 

■
問
合
先 

　
社
県
税
事
務
所 

　
1（
４２
）９
３
３
９ 

個
人
事
業
税
の
納
付
期
限
は 

11
月
30
日（
水
） 

■
と
　
き
 

　
１１
月
２５
日（
金
） 

　
午
後
１
時
３０
分
〜
３
時
３０
分 

■
と
こ
ろ 

　
中
央
公
民
館（
中
区
） 

■
対
象
者 

　
多
可
町
の
源
泉
徴
収
義
務
者 

■
問
合
先 

　
西
脇
税
務
署 

　
1（
２２
）３
２
７
４ 

年

末

調

整

 
説
明
会
の
ご
案
内 

税
金 
警
察 

■
募
集
期
間 

　
１１
月
２９
日（
火
） 

　
　
　
　
　
〜
１２
月
１６
日（
金
） 

■
試 

験 

日 

　
平
成
１８
年
１
月
１４
日（
土
） 

■
募
集
人
員 

①
約
４０
人 

　
昭
和
５０
年
８
月
２
日
以
降
生

　
ま
れ
で
、
４
年
制
大
学
卒
業

　
者（
見
込
み
含
む
） 

②
約
２０
人 

　
昭
和
５０
年
８
月
２
日
〜
６３
年

　
３
月
１
日
生
ま
れ
で
。
①
以

　
外
の
人 

③
約
２０
人 

　
昭
和
５０
年
８
月
２
日
以
降
生

　
ま
れ
で
、
平
成
１８
年
３
月
ま

　
で
に
高
等
学
校
卒
業
見
込
み

　
の
人 

■
問 

合 

先 

　
西
脇
警
察
署
警
察
官
採
用
係 

　
1（
２２
）０
１
１
０ 

警
察
官
募
集 

求
む
!!

自
衛
官 

■
種
　
　
目 

　
自
衛
隊
生
徒 

■
応
募
資
格 

　
１５
歳
以
上
１７
歳
未
満（
平
成
１８

　
年
４
月
１
日
現
在
）の
男
子 

■
受
付
期
間 

　
１１
月
１
日（
火
） 

〜
平
成
１８
年
１
月
１０
日（
火
） 

■
１
次
試
験 

　
平
成
１８
年
１
月
１４
日（
土
） 

■
入
隊
・
入
校 

　
平
成
１８
年
３
月
下
旬 

■
待
　
　
遇 

　
修
学
年
限
４
年（
高
卒
資
格
取
得
） 

　
身
分（
特
別
職
国
家
公
務
員
） 

　
卒
業
時
３
等
陸
海
空
曹
へ 

■
問 

合 

先 

　
青
野
原
募
集
事
務
所 

　
1
０
７
９
４（
６６
）７
９
５
９ 

募
集 

「
走
る
県
民
教
室
」 

４

期

受

付

ス

タ

ー

ト 

　
自
治
会
・
高
齢
者
・
女
性
・

青
少
年
な
ど
の
団
体（
２０
人
以
上
）

が
県
の
施
設
な
ど
を
見
学
す
る

時
、
県
が
バ
ス
借
上
げ
費
用
の

一
部
を
補
助
し
ま
す
。
平
成
18

年
１
月
〜
３
月
利
用
分
の
申
し

込
み
期
間
は
、
１１
月
１８
日（
金
）

〜
１２
月
２
日（
金
）ま
で
で
す
。
ぜ

ひ
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。 

■
問
合
先 

　
北
播
磨
県
民
局
調
整
課 

　
1（
４２
）９
３
１
６ 

身

体

障

害

者

 

訓

練

生

募

集 

■
対 

象 

者 

　
身
体
障
害
者 

■
募
集
科
目
と
定
員 

・
Ｏ
Ａ
シ
ス
テ
ム
科
　
２０
人 

・
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
ア
ー
ト
科
　
２０
人 

・
情
報
ビ
ジ
ネ
ス
科
　
２０
人 

・
イ
ン
テ
リ
科
　
　
　
１５
人 

■
受
付
期
間 

　
１２
月
１２
日（
月
） 

　
〜
平
成
１８
年
１
月
２０
日（
金
） 

■
訓
練
期
間 

　
１
年
間 

■
問 

合 

先 

　
兵
庫
障
害
者
職
業
能
力
開
発
校 

　
1
０
７
２（
７
８
２
）３
２
１
０ 

〒 



１７ 

 

私たちの多可町 

・人　口 
　男　性 
　女　性 
・世帯数 

（平成17年10月１日現在） 

25,205人 
12,251人 
12,954人 
7,319世帯 

 

お
め
で
た 

お
く
や
み 

住

所

 

【
中
　
区
】
 

東
　
山
 

牧
　
野
 

中
村
町
 

中
村
町
 

中
村
町
 

曽
我
井
 

【
加
美
区
】
 

的
　
場
 

豊
　
部

【
八
千
代
区
】 

下
三
原
 

大
　
屋
 

下
　
村
 

川
　
西
 

住

所

 

【
中
　
区
】
 

鍛
冶
屋
 

鍛
冶
屋
 

鍛
冶
屋
 

高
　
岸
 

中
村
町
 

糀
　
屋
 

曽
我
井
 

森
　
本
 

東
安
田
 

東
安
田
 

【
加
美
区
】
 

轟
 

【
八
千
代
区
】 

坂

本

 

下
三
原
 

上
三
原
 

上
三
原
 

９
月
１
日
〜
３０
日
届
出（
敬
称
略
） 

保
護
者
 

 一

清

 

健
 

将

崇

 

将

崇

 

剛
 

雅

和

 

 紀

彦

 

敏

和

 

　
 

純

也

 

裕

一

 

一

郎

 

真

一

 

本
　
人
 

 山
本
充
東
 

藤
井
　
卓
 

築
山
桃
実
 

築
山
拓
未
 

遠
藤
咲
也
 

尾
�

陽
菜
 

 南
　
悠
仁
 

宮
崎
花
菜
 

　
 

嶋
田
龍
翔
 

寺
西
惶
音
 

檜
本
健
輔
 

伊
藤
あ
い
 

 

世
帯
主
 

 勝
 

勝

義

 

孝

司

 

泰

彦

 

純

敬

 

龍

一

 

金
川
裕
之
 

美
和
子

廣

子

 

克

義

 

 く
に
ゑ
 

正

弘

 

 省

吾

 

博

明

 

政

一

 

好

克

 

本
　
人
 

 丸
岡
ま
さ
の
 

橋
間
　
　
功
 

吉
田
　
賢
重
 

秋
田
　
剛
生
 

増
田
　
す
み
 

藤
原
ま
　
ゑ
 

市
位
　
忠
一
 

吉
田
　
敏
夫
 

長
谷
川
二
三
男
 

宮
崎
し
げ
子
 

 吉
川
く
に
ゑ
 

宮
崎
　
芳
明
 

 柴
田
　
忠
治
 

渡
邊
　
勘
治
 

吉
川
て
つ
子
 

杉
本
さ
わ
ゑ
 

９
月
１
日
〜
３０
日
届
出（
敬
称
略
） 

（
八
千
代
区
 

は
届
出
人
） 

み
ん
な
の

善
意 

岸
本
 
文
昭
　
さ
ん
 

森
位
 
文
雄
　
さ
ん
 

柴
田
 
省
吾
　
さ
ん
 

森
位
 
晃
三
　
さ
ん
 

吉
川
 
正
明
　
さ
ん
 

開
拓
松
葉
園
 

宮
崎
　
和
明
　
さ
ん
 

人
類
愛
善
会
 

生
命
貯
蓄
体
操
西
脇
支
部
笹
倉
さ
ん
 

丸
岡
　
勝
 
さ
ん
 

カ
ッ
ト
イ
ン
あ
き
の
素
敵
な
お
客
さ
ま
 

多可町長選挙 
多可町議会議員選挙の 
投票日です。 

多可町長選挙 
多可町議会議員選挙の 
投票日です。 

11月27日（日）は 11月27日（日）は 

あなたの一票が、 
多可町の未来を決める。 
あなたの一票が、 

多可町の未来を決める。 

　
今
回
の
選
挙
は
、
合
併
に
伴

う
選
挙
で
す
。
皆
さ
ん
、
忘
れ

ず
に
投
票
し
ま
し
ょ
う
。 

 【
期
日
前
投
票
】 

 

　
何
ら
か
の
用
務
な
ど
の
た
め
、

投
票
日
に
投
票
所
で
投
票
で
き

な
い
人
は
、
期
日
前
投
票
が
で

き
ま
す
。
た
だ
し
、
旧
町
役
場

で
し
か
投
票
で
き
ま
せ
ん
。
中

区
の
選
挙
人
は
多
可
町
本
庁
舎
、

加
美
区
の
選
挙
人
は
加
美
地
域

局
、
八
千
代
区
の
選
挙
人
は
八

千
代
地
域
局
で
投
票
し
て
く
だ

さ
い
。
ま
た
、
投
票
に
は
入
場

券
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。 
 

■
期
　
間 

　
１１
月
２３
日（
水
・
祝
）〜
２６
日（
土
） 

　
午
前
８
時
３０
分
〜
午
後
８
時 

■
と
こ
ろ 

　
多
可
町
役
場 

　
加
美
地
域
局 

　
八
千
代
地
域
局 

■
問
合
先 

　
多
可
町
選
挙
管
理
委
員
会（
多

　
可
町
総
務
課
内
） 

　
1（
３２
）２
３
８
０ 



◎
特
産
品
加
工
・
直
売
所 

■
営
業
日 

　
水
・
木
・
土
・
日
曜
日 

■
営
業
時
間 

　
午
前
１０
時
〜
午
後
４
時 

※
た
だ
し
、
商
品
が
な
く
な
っ
た
　

ら
、
閉
店
し
ま
す
。 

編

集

後

記 
【
シ
リ
ー
ズ
　
第
１
回
】 

わ
が
町
を
ゆ
く 

　
毎
月
、
多
可
町
に
あ
る
施
設
や
名
所
な
ど
を
め
ぐ
り

皆
さ
ん
に
紹
介
す
る
コ
ー
ナ
ー
、
「
わ
が
町
を
ゆ
く
」
。 

　
１
回
目
に
訪
れ
た
の
は
マ
イ
ス
タ
ー
工
房
八
千
代
。

一
歩
足
を
踏
み
入
れ
る
と
、
そ
こ
に
は
す
ご
い
活
気
が
。

こ
の
日
も
人
気
の
さ
ば
寿
司
は
す
で
に
完
売
。
巻
き
寿

司
は
絶
品
。
皆
さ
ん
も
一
度
ご
賞
味
あ
れ
。 

多可町ホームページ　　http://www.takacho.jp/

　
平
成
１３
年
１０
月
２７
日
、
特
産

品
開
発
の
場
と
し
て
本
格
的
に

オ
ー
プ
ン
し
た
「
マ
イ
ス
タ
ー
工

房
八
千
代
」
。
八
千
代
区
に
従
来

か
ら
栽
培
さ
れ
て
い
た
キ
ウ
イ
・

小
芋
・
ゴ
ボ
ウ
・
シ
イ
タ
ケ
や

豆
腐
な
ど
、
地
元
の
野
菜
や
果

物
を
利
用
し
て
作
ら
れ
た
特
産

品
や
総
菜
料
理
、
菓
子
類
な
ど

が
販
売
さ
れ
て
い
ま
す
。 

　
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
は
「
田
舎

の
コ
ン
ビ
ニ
」
。
地
元
だ
け
で
な

く
、
都
市
部
か
ら
も
多
く
の
お

客
さ
ま
が
訪
れ
ま
す
。
２０
代
〜

７０
代
ま
で
の
女
性
２３
人
で
運
営

さ
れ
、
ま
さ
に
「
お
ふ
く
ろ
」
の

智
恵
と
パ
ワ
ー
を
結
集
し
た
施

設
で
す
。 

　
今
回
、
訪
ね
た
の
は
マ
イ
ス

タ
ー
工
房
八
千
代
が
第
４４
回
農

林
水
産
祭
の
各
種
品
評
会
に
お

い
て
、
日
本
農
林
漁
業
振
興
会

会
長
賞（
こ
の
賞
は
天
皇
杯
、
内

閣
総
理
大
臣
賞
に
つ
ぐ
名
誉
あ

る
も
の
）を
受
賞
さ
れ
、
１１
月
２３

日
に
表
彰
を
受
け
ら
れ
る
か
ら

で
す
。 

　
取
材
に
伺
っ
た
こ
の
日
も
、

オ
ー
プ
ン
直
後
に
も
関
わ
ら
ず
、

す
で
に
お
客
さ
ん
が
レ
ジ
の
前

に
列
を
作
っ
て
い
ま
し
た
。
忙

し
い
中
、
藤
原
隆
子
さ
ん（
マ
イ

ス
タ
ー
工
房
八
千
代
施
設
長
）に

お
話
を
伺
う
と
、 

「
今
で
は
、
地
元
産
の
野
菜
だ
け

で
は
足
り
な
く
な
っ
て
き
ま
し
た
。

多
可
町
で
は
、
八
千
代
区
に
は

な
か
っ
た
も
の
が
、
中
区
、
加

美
区
に
い
ろ
い
ろ
と
あ
り
ま
す
。

そ
れ
ら
を
使
っ
て
何
か
作
れ
た

ら
い
い
で
す
ね
。
だ
か
ら
、
合

併
に
は
す
ご
く
期
待
し
て
い
る

ん
で
す
よ
」
と
お
っ
し
ゃ
っ
て
い

ま
し
た
。 

　
「
人
よ
し
、
味
よ
し
、
笑
顔
よ

し
」
を
モ
ッ
ト
ー
に
、「
カ
ン
ピ
ュ

ー
タ
ー
・
ベ
ロ
メ
ー
タ
ー
・
ハ

ン
ド
パ
ワ
ー
」
を
駆
使
し
て
、
マ

イ
ス
タ
ー
工
房
八
千
代
は
こ
れ

か
ら
も
地
域
の
味
を
発
信
し
て

い
く
。 

 

■
問
合
先 

　
加 

工 

部 

門 

1（
３０ 
）５
５
１
６ 

　
カ
ル
チ
ャ
ー
部
門 

1（
３０
）５
１
１
５ 

上／スタッフは女性ばかり総勢23人。皆さん明るく元気で、な

んだかこちらまで元気になってくる　下右／多くのお客さんで

にぎわう店内　下左／巻き寿司はこうして作られる 

行 

　
つ
い
に
「
多
可

町
」
が
誕
生
し
ま

し
た
。
こ
の
歴
史

的
な
瞬
間
に
自
分

が
立
ち
会
い
、
そ

し
て
、
そ
の
広
報
誌
を
自
分
が

作
れ
る
と
い
う
、
こ
ん
な
奇
跡

が
起
こ
る
な
ん
て
。 

　
私
は
自
分
の
住
む
町
が
と
て

も
好
き
で
し
た
。
多
可
町
の
こ

と
も
好
き
に
な
っ
て
い
く
予
感

が
し
ま
す
。
だ
か
ら
、
愛
情
を

持
っ
て
、
こ
れ
か
ら「
広
報
た
か
」

を
作
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

　
広
報
は
よ
く
「
住
民
と
行
政
を

つ
な
ぐ
パ
イ
プ
役
」だ
と
言
わ
れ
ま

す
。
し
か
し
、
パ
イ
プ
だ
け
で

な
く
時
に
は
、
皆
さ
ん
の
意
見

を
く
み
上
げ
る
ポ
ン
プ
に
な
り
、

元
気
を
ふ
り
ま
く
ホ
ー
ス
に
な

れ
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。 

　
「
広
報
た
か
」
で
は
、
住
民
皆

さ
ん
に
ど
ん
ど
ん
紙
面
に
登
場

し
て
い
た
だ
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。
最
終
的
に
は
町
民
全

員
登
場
が
目
標
で
す
。 

　
み
ん
な
が
自
分
の
住
む
町
「
多

可
町
」
に
誇
り
を
持
て
る
よ
う
な

広
報
誌
を
作
っ
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
の
で
、
皆
さ
ん
ご
協

力
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。 

 

 

広
報 

た
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